
JP 2014-226554 A5 2017.4.6

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【公開番号】特開2014-226554(P2014-226554A)
【公開日】平成26年12月8日(2014.12.8)
【年通号数】公開・登録公報2014-067
【出願番号】特願2014-104372(P2014-104372)
【国際特許分類】
   Ａ４７Ｊ  27/21     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ４７Ｊ   27/21     １０１Ｄ
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【手続補正書】
【提出日】平成29年2月28日(2017.2.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プラスチック製本体（２）と、加熱プレート（１６）と、内蔵制御装置（４４）が収め
られた下部筐体（１２）とを備える湯沸しポット（１）であって、
－　前記下部筐体（１２）は上方に延びる外周内装壁（１３）を備え、
－　前記本体（２）は下部（４ｂ）を備え、
－　前記加熱プレートは下面（１９ａ、２０ａ、３３）および外周折返し部（１８）を備
え、
－　前記外周折返し部（１８）と前記下部（４ｂ）の間に外部防水シール（３６）が設け
られた、湯沸しポット（１）において、
前記内装壁（１３）と前記加熱プレート（１６）の下面（１９ａ、２０ａ、３３）の間に
は、前記筐体内に水が、とりわけ前記外部防水シール（３６）の防水障害による漏れに由
来する水が一切浸入しないように内部防水シール（２４）が設けられること、および前記
本体の前記下部（４ｂ）は外周外装壁（４）を備え、前記外装壁（４）は、前記内装壁（
１３）との間に間隔（１５、４０）を保ちながら、少なくとも前記内装壁（１３）の上部
（１３ａ）を受けるように構成され、前記間隔（１５、４０）は湯沸しポットの外部に連
通することを特徴とする湯沸しポット（１）。
【請求項２】
　前記加熱プレート（１６）の前記外周折返し部（１８）は、下向きに折り曲げられた外
側縁（２０）であって、一方では前記内装壁（１３）と前記外側縁（２０）の間、他方で
は前記外側縁（２０）と前記外装壁（４）の間に間隔（２２、２３）を保ちながら、前記
内装壁（１３）と前記外装壁（４）の間に配置されるように構成された、外側縁（２０）
を具備することを特徴とする請求項１に記載の湯沸しポット（１）。
【請求項３】
　前記外周折返し部（１８）は、下向きに折り曲げられた内側縁（１９）であって、前記
内装壁（１３）の前記上部（１３ａ）を前記内側縁と前記外側縁（２０）の間に収めるこ
とができるように構成された、内側縁（１９）を具備しており、前記内部防水シール（２
４）は、前記内側縁と前記内装壁の前記上部の間にも防水性が確保されるように構成され
ることを特徴とする請求項２に記載の湯沸しポット（１）。
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【請求項４】
　前記内部防水シール（２４）は、区分断面図において、
－　下方に延びる内側部（２５）であって、前記内側縁（１９）の周囲に隙間なく取り付
けられるように構成された、内側部（２５）と、
－　下方に延びる外側部（２６）であって、前記内装壁（１３）の前記上部（１３ａ）の
周囲に隙間なく取り付けられるように構成された内面（２６ａ）と、前記外側縁（２０）
をその周囲に隙間なく取り付けるように構成された外面（２６ｂ）とを有する、外側部（
２６）と、
－　前記内側部と前記外側部の連結部（２７）であって、その下面（２７ａ）は前記内装
壁の前記上部の上端（３２）に支持されるように構成され、その上面（２７ｂ）は前記折
返し部（１８）の底部（３３）に支持されるように構成された、連結部（２７）と
を備えることを特徴とする請求項３に記載の湯沸しポット（１）。
【請求項５】
　前記外側部（２６）の前記外側面（２６ｂ）は少なくとも１つのリップ（３０ａ、３０
ｂ）を備え、前記外側縁（２０）は、線条（３１ａ、３１ｂ）を具備する内面（２０ａ）
を備えることを特徴とする請求項４に記載の湯沸しポット（１）。
【請求項６】
　前記外周折返し部（１８）の前記外側縁（２０）はその下端に外側ショルダ（３４）を
備え、前記外装壁（４）は内側ショルダ（３５）を備え、前記外部防水シール（３６）は
前記内側ショルダと前記外側ショルダの間に配設されることを特徴とする請求項２から５
のいずれか一項に記載の湯沸しポット（１）。
【請求項７】
　前記下部筐体（１２）の前記内装壁（１３）は、下部（１３ｂ）と、前記下部（１３ｂ
）と前記内装壁の前記上部（１３ａ）の間に設けられた外周外側ショルダ（３８）とを備
え、前記外装壁（４）の前記内側ショルダ（３５）と前記外側縁（２０）の前記外側ショ
ルダ（３４）は、それらを組み立てる際に前記本体（２）の外周下端（３９）と前記下部
筐体（１２）の前記外側ショルダ（３８）の間に間隔（４０）を保つように構成されるこ
とを特徴とする請求項６に記載の湯沸しポット（１）。
【請求項８】
　前記本体（２）の前記下端（３９）と、前記下部筐体（１２）の前記内装壁（１３）の
前記上部および前記下部（１３ａ、１３ｂ）の間の前記外側ショルダ（３８）との間に固
定手段（４１）が設けられることを特徴とする請求項７に記載の湯沸しポット（１）。
【請求項９】
　前記本体（２）はハンドル（３）を備え、前記ハンドルには外部制御装置（４９）が設
けられ、前記外部制御装置はコード（６５）によって前記下部筐体（１２）内の前記内蔵
制御装置（４４）に接続され、前記コード（６５）と前記下部筐体（１２）の間に防水手
段が設けられることを特徴とする請求項１から８のいずれか一項に記載の湯沸しポット（
１）。
【請求項１０】
　前記防水手段は、前記下部筐体（１２）に設けられたケーブルグランドによって形成さ
れることを特徴とする請求項９に記載の湯沸しポット（１）。
【請求項１１】
　前記外部制御装置（４９）が防水型の自立モジュールを形成することを特徴とする請求
項９に記載の湯沸しポット（１）。
【請求項１２】
　オス型コネクタを具備した分離型電源ベース（６３）が備えられ、前記下部筐体（１２
）は前記オス型コネクタを受けるように構成されたメス型コネクタ（４６）を具備した底
部（１４）を備え、前記メス型コネクタは前記下部筐体の防水性を確保するように構成さ
れることを特徴とする請求項１から１１のいずれか一項に記載の湯沸しポット（１）。
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